
公益財団法人ふくい産業支援センター

平成２８年度  事 業 報 告

概 要

我が国経済が緩やかな回復を続ける中で、当センターでは平成２７年４月に福井県が改

訂した「福井経済新戦略」にもとづき、新たな事業にも取り組むなど、県内企業の新分野

進出等を促進する中核的支援機関として県や他の機関等と連携を図りながら、新しい取り

組みに意欲的にチャレンジする企業を積極的に支援しました。

ネット通販の運営スキルを習得するワークショップの新規開催に加え、ＩＴを活用した

企業家や女性起業家などを講師としたセミナーや交流会により、創業者の掘起しを行った

ほか、女性創業相談窓口での相談対応や創業マネージャーによる伴走型の支援により、創

業の後押しと事業化までの支援を行い、起業・創業の促進を図りました。

テレビ通販業者と連携した特集番組を初めて放映し、本県地域産品と観光を紹介したほ

か、大手食品卸売企業や近畿各府県の企業等との商談会の開催や、こだわりの食品を集め

たバイヤー向けＷＥＢサイト等を通じて、特徴ある県内企業の商品・技術の県外への販路

開拓や受注獲得を支援しました。

ふくいの逸品創造ファンドによる恐竜ブランドを活用した新商品開発や医療分野や観光

分野での商品開発に対する助成の他、地域に親しまれている老舗企業の店舗改装等に対し

て費用の一部を助成しました。

本県に高機能新素材やライフサイエンス産業の一大拠点を形成するため設立された「ふ

くいオープンイノベーション推進機構」で行う産学官金の共同研究を、県等と連携して積

極的に支援・実施すると共に、本県と石川県の繊維企業による連携体が取り組む新商品開

発・販路開拓に対する助成や、産業技術総合研究所等と県内企業とのマッチングや共同研

究に向けた可能性試験調査研究等の実施をとおして、新たな成長産業分野への技術開発を

支援しました。

サンドーム福井に移転したデザインセンターと連携し、ものづくり産業の振興や人材育

成の拠点となる「福井ものづくりキャンパス」において、ものづくり企業、職人、デザイ

ナー、学生など幅広い層を対象に講座・教室等を開催するなど、地場産業や伝統工芸品等

を中心とした売れる商品づくりを支援しました。

中小企業産業大学校では、これまでの体系的な集合研修の開催に加え、県内ものづくり

企業の業務改善等を現場で指導する人材を育てる「福井ものづくり改善インストラクター

スクール」を新たに開講し、平成２９年度からのインストラクター派遣に向けた人材育成

を行いました。



事業報告

経営相談、創業・経営革新支援、経営情報の収集・提供に関する事業

【公益目的事業１】（４４５，６５１，２９０円）

中小企業等が抱えるさまざまな経営課題に対して、各分野の専門家の適切な助言や施

策あっせん、創業間もない企業や新商品開発・新事業展開に取り組む企業への事業計画

作成支援・課題解決への助言および取組みの推進、中小企業のＩＴ活用の促進、企業経

営に役立つ地域経済・産業および中小企業動向等に関する情報提供を行いました。

（１）経営相談サポート（７，５９６，５３２円）

①総合相談

企業経営に関する幅広い知識と財務や技術等の専門的なノウハウを持つ中小企業

診断士が総合相談窓口において、職員と連携しながら創業、経営革新、ＩＴ活用等

の相談に対して適切な助言を行いました。

○相談実績    ９９０件 うち女性経営者からの相談 １４４件

《主な相談内容》

①融資・補助金に関する相談（４３％）

②経営指導に関する相談  （３２％）

③新規創業に関する相談 （ ７％）

④経営革新に関する相談  （ ５％）

⑤情報提供に関する相談  （ ５%）

⑥販路開拓に関する相談  （ ３％）

②創業・新事業展開ワンストップ相談会

創業者や経営革新等に取り組む中小企業者等が抱える悩みに応えるため、当該分

野の専門家を交えた相談会を各地で開催し、適切なアドバイスを行いました。

○相談会開催回数  １５回   相談実績  ７１件

（２）嶺南サテライトオフィス設置（２１８，７７５円）

嶺南地域にサテライトオフィスを設置し、地域の巡回等を通じて経営相談対応や

起業・創業等のサポートを行いました。

○嶺南企業訪問数 １，００２社   施策活用実績 ３６１件

    また、２９年４月の本格稼働に向けて、アクアトム内にサテライトオフィスを移

転しました。

（３）専門家派遣（５，１０９，０９０円）

創業を目指す起業家や中小企業者等が抱えている技術開発、商品開発、マーケテ

ィング、情報化等、様々な経営課題を解決するため、それぞれの分野に精通した知



識や経験を有する専門家を相談者の事業所に派遣し、課題解決のための適切な指

導・助言を行いました。

○派遣先企業数   １６社   派遣回数 １３７回

○登録専門家数   ９５人

      ※参考［類似事業］：中小企業・小規模事業者ビジネス創造等支援（近畿経済

産業局ミラサポ専門家派遣）での専門家派遣（無料、原則１企業３回まで）

派遣先企業数 ４２社 派遣回数 ９６回

（４）よろず支援拠点［経済産業省委託］（４５，７１９，３１４円）

中小企業・小規模企業者の経営支援体制をさらに強化するために国が設置した本

県の「よろず支援拠点」として、よろず支援コーディネーター等と共に総合的先進

的経営アドバイスや、的確な支援機関・支援施策等の紹介等をワンストップで行い

ました。

○相談実績   ２，１２９件

（５）高度化事業診断・指導（１，３９７，９９６円）

①高度化事業診断受託

県が実施する中小企業高度化事業について、集団化診断、共同施設診断等の診断

や事後助言業務を受託しました。

○診断件数    ６件

②高度化資金貸付先指導受託

県の高度化資金貸付先に対して、経営状況の把握や経営指導を行う業務を受託し

ました。

○指導件数    ６件

（６）○拡 Ｅビジネス・キャリアアップ支援（３，１３５，４５１円）

県内中小企業等のインターネットを活用した商品・サービスの販路拡大の支援を

強化するため、ＷＥＢサイトの構築やマーケティングなどネット通販・取引に関す

る資料の収集および情報提供や、支援施策の紹介・あっせん等を一元的に行う「ネ

ット通販・取引支援センター」を運営しました。

また、これからネット通販の運営を検討している県内の学生、女性を対象にワー

クショップを実施するとともに、参加者とネット通販の運営者の交流会を開催する

ことで県内Ｅビジネス人材の強化を図りました。

○ネット通販取引支援センターの運営

・来訪者数   １，３２９人   資料貸出利用件数 ２，１９２件



・相談対応件数   ２０３件

○○新 ネット通販の運営スキル習得ワークショップと交流会の開催

・開催回数  年８回  参加者数  ９０人

（７）福井県産業情報センター運営（１０８，２５６，６３７円）

①産業情報センター施設運営

県からの指定を受け、福井県産業情報センターの各施設・設備の貸出業務や維持

管理等の運営業務を行いました。平成 26 年度に改修した、小割化した入居施設やコ

ワーキング（*）スペース、マルチメディアサポートセンターに整備したインターネッ

ト配信機器等を有効に活用しＩＴベンチャーが利用しやすい環境を提供して、情報

化に関連した創業者の育成、情報産業振興の拠点施設として利用促進を図りました。

※フリーランスの方や起業家などが事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを
共有しながら独立した仕事を行う新しいワークスタイルです。

＜施設の入居および貸出件数＞

○インキュベートルーム、共同研究室、技術開発室の入居件数 ３３２件

○マルチホール、会議室等の施設貸出件数     ７０６件

○マルチメディア制作コーナーの施設貸出件数    ８８件

○コワーキングスペース利用者数       ２，２５１人

○嶺南支所パソコン実習室の施設貸出件数      １１件

②情報化人材育成  

県内の情報化人材の育成・確保を図り、中小企業等の情報化を支援するため、日

常業務に役立つ実践的な研修やインターネット販売等の電子商取引（ＥＣ）などの

各種研修を産業情報センターおよび嶺南支所で実施しました。

○ＩＴコース ５０講座（８２回） 受講者数 ７３５人

（８）ＩＴセミナー（１，４０９，０１２円）

インターネットの業務活用を目指す県内の中小企業やＩＴ関連の事業者等を支援

するために、インターネットの活用手法や実践的な活用事例、オープンデータやＩ

Ｔツールの最新動向に関するセミナーを行うとともに、セミナー参加企業間の情報

交換やビジネスマッチングを目的とした交流会や最新のＩＴ技術を活用したアプリ

開発合宿を行いました。

○ＩＴ活用販路拡大セミナー・交流会      １回 受講者数  ５９人

○ＩＴ技術活用セミナー・交流会        ３回 受講者数 １８６人

○ご当地アプリ開発合宿            ６回 受講者数  ８６人

○地元ＩＴ企業と中小企業のビジネスマッチング １回 共同出展   ８社

   



（９）学生ソフトコンペ（６３２，７７９円）

オープンデータなどを活用した学生対象のソフトコンペティションを実施しまし

た。アプリケーション作品などを公募・審査し、情報技術を担う人材の育成を図り

ました。

○大賞１点、部門賞２点、福井県ＩＴ産業団体連合会会長賞１点、

協賛企業賞 １４点

（１０）経営安定アフターフォロー（９３２，６６６円）

創業間もない企業や経営革新計画の承認を受けた企業などが事業を遂行する上で

抱える経営上の悩みや問題を早期に把握し、それら課題の解決を図るため、創業・

新事業コーディネータとセンター職員が、相談者の事業所を訪問して指導・助言を

行いました。

○訪問企業数   ５０社（経営革新４０、専門家派遣８、制度融資等２)

（１１）産業情報提供（５，４９０，３２９円）

①情報誌「Ｆ－ＡＣＴ（ファクト）」発行

○年６回（偶数月発行）  発行部数 ３，９００部／回

②インターネットによる情報提供

当センターのホームページにより、経済・産業関連の各種統計データや新聞記事

タイトル情報、調査報告など企業経営に役立つ情報を発信しました。

（１２）ふくいナビ等機器管理（１９５，６５６，７３２円）

「福井県産業情報ネットワーク」（愛称：「ふくいナビ」）の機器管理およびホーム

ページやメールマガジンの運営を行い、中小企業支援機関における情報の共有化を

推進しました。

○メールマガジン「ふくいナビ情報」講読者数 １，９１６人（２８年度末現在）

（１３）ふくい創業者育成プロジェクト（８，２３２，３３７円）

創業者向けのセミナーの開催や相談・助言を行うことにより、女性や若者、Ｕ・

Ｉターン希望者などの創業への取り組みを支援しました。

①ふくい創業者育成体制整備

（ア）創業マネージャー設置

創業から事業化までを寄り添いながら支援する創業マネージャーを３名委

嘱し、産業情報センターに新設されたコワーキングスペースを拠点としたコ

ミュニティの形成や、シェアスペースに入居する創業者等への支援を行いま

した。



  ◯相談実績  ３２３件

  ○ミニ勉強会の開催  ２７回  参加者数 ８９名

（イ）福井ビズカフェ開催

創業セミナー・交流会「福井ビズカフェ」を開催し、創業に関する情報の

提供や創業意識の醸成、創業希望者の発掘を行いました。

◯開催回数  年８回   参加者数２５２名

②ふくい女性創業チャレンジ支援

（ア）女性向け創業セミナー

女性の先輩起業家をメンターとして、ライフスタイルを「起業」に活かす

プチ起業などの創業意識の醸成を図りました。

◯開催回数  年６回  参加者数１６５名

（福井・坂井４、丹南１、嶺南１）

（イ）女性創業窓口設置

  ふくい女性活躍支援センター（運営：（公財）ふくい女性財団）内に、創業

を希望する女性に対する相談窓口を月２回、定期的に設置し、創業に関する

課題に対して助言を行いました。

◯相談件数  ６７件

（１４）起業・創業促進［独立行政法人中小企業基盤整備機構委託］（１１０，６９９円）

創業補助金を取り扱う福井県の地域事務局として、既に採択を受けて創業や第二

創業に取り組んでいる中小企業等へのフォローアップ等を行いました。

（１５）経営革新等計画サポート（  －  ）

①経営革新計画作成支援

中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新について、中小企業診断士の資格を

持つセンター職員が、ヒアリングや現地訪問を通じて計画書作成に関する助言等を

行いました。

○経営革新承認件数 １２件

販路開拓支援に関する事業【公益目的事業２】（７７，０９１，０４３円）

県内中小企業が必要とする発注情報を収集・提供し、受注の安定および自社開発製品・

技術等の国内外への販路開拓を支援しました。



（１）ふくいフード販路開拓支援（１，１５７，８０４円）

県外への販路開拓を希望する食品関連業者を対象に、ＷＥＢサイト等を活用した

商品情報の提供や食品バイヤーとの個別取引マッチングなどを行いました。

また、大手食品卸売業と連携し、卸売業者のネットワークを活かした展示商談会

を開催しました。

①食品バイヤー向けＷＥＢサイト「バイヤーのための福食市」の運営

○登録企業数   ８５社 （掲載商品累計２４８品）

②取引マッチング支援

○○新テレビショッピング・商談会の開催  計９回

   ジュピターショップチャンネル (株) １回 参加企業数 １０社

   伊藤忠食品(株)        １回 参加企業数   ６社

   国分グループ本社(株)     １回 参加企業数   ２社

   (株)日本アクセス       ３回 参加企業数 計１９社

   カナカン(株)         ２回 参加企業数 計 ７社

オイシックス(株)、(株)シェルガーデン、(株)サンクゼール、(株)五味商店

                 １回 参加企業数 計３２社

○商談会やＷｅｂサイトでの取引マッチング件数 ４７７件

（２）取引マッチング（３，９８４，６７６円）

①受発注情報等収集提供

（ア） 取引あっせん業務

  ○受発注企業の新規登録数 ２００社  取引あっせん紹介件数 ３００件

（イ）県内受注企業の情報収集・提供

インターネットを活用して県内企業の製品や保有技術を情報発信し、県内外

の企業との取引マッチングのサポートを行いました。

また、県内企業の販路拡大を図るため、県外で開催される展示会および金融

機関が開催する展示会に出展し、福井県のものづくり企業の保有技術や製品を

紹介するとともに取引マッチングを行いました。

○ビジネスマッチングステーション（（公財）全国中小企業取引振興協会のマ

ッチングサイト）への新規登録数 １３社

（県内登録企業総数 ２１６社）

○新価値創造展 2016 in 東京 来場者数  ３０，０４２人

○その他金融機関等が開催する展示会

しんきんビジネスフェア 北陸ビジネス街道2016



（ウ）発注企業開拓調査

県内中小企業の受注機会の増大と取引の広域化を図るため、県外の発注企業

における生産ならびに外注企業利用の現状と今後の計画等を調査しました。

（エ）合同広域商談会の開催

近畿６府県、四国４県および鳥取県の計１１府県の支援センターと（公財）

全国中小企業取引振興協会が連携し、合同商談会を開催しました。

○モノづくり受発注合同広域商談会（大阪）

   参加受注企業３８６社 うち本県企業 ８社  商談件数 ３１件

○近畿・四国合同広域商談会（京都）

   参加受注企業４７８社 うち本県企業 ７社  商談件数 ２４件

（オ）その他

近畿経済産業局の販路マッチングナビゲート事業や中小企業基盤整備機構の

販路開拓コーディネート事業等の紹介を行いました。

（３）下請かけこみ寺［(公財)全国中小企業取引振興協会委託］（４７０，６９４円）

下請取引の適正化を推進するため、｢下請かけこみ寺｣において、専門家による相

談対応や紛争解決の支援を行いました。

①相談業務

中小企業の取引に関する相談窓口「下請かけこみ寺」を設置し、専門家が対応し

ました。また、下請取引上で発生した苦情やトラブルについて、登録弁護士が無料

で相談に応じました。

○相談件数     ７６件

○無料弁護士相談  １６件

②裁判外紛争解決（ＡＤＲ）業務

中小企業者が抱える下請取引等に関するトラブルを、裁判外紛争解決（ＡＤＲ）

手続きにより調停を実施し、迅速な解決を図るため、県内企業に対して制度の紹介

など普及啓発を行いました。

③移動相談会等の開催

中小企業者の取引に関する相談について、登録弁護士が出向き「移動相談会」を

開催しました。

○開催回数   １７回    相談件数  １１件



（４）取引情報提供（２，２５１，０２８円）

県内外の優良企業からの発注情報を広く収集し、県内企業に対して適時適切な情報

提供を行い、受注機会の増大に努めました。

（５）海外事務所運営管理（２９，８５３，９２１円）

福井県が中国に開設している上海事務所の運営管理を行いました。

（６）ふくい貿易促進機構運営（１３，１９５，４２１円）

アジア市場における県内企業の販路拡大を促進するために県と経済界等が設立した

「ふくい貿易促進機構」において、県とともに機構の活動拠点である「ふくい上海ビ

ジネスサポートセンター」、「ふくいバンコクビジネスサポートセンター」および「ふ

くい貿易促進プラザ」の管理運営等を行いました。

○ふくい上海ビジネスサポートセンター    相談件数   ７４５件

○ふくいバンコクビジネスサポートセンター  相談件数   ６７８件

○ふくい貿易促進プラザ（福井商工会議所内） 相談件数   １２２件

○タイ眼鏡バイヤー招聘による個別商談会   訪問企業   １８社

○バンコクものづくり商談会２０１６     参加企業  県内 ７社

○上海ものづくり商談会２０１６       参加企業 県内１０社

○食文化提案会・商談会（香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）  参加企業    １８社

○福井・台湾企業ビジネスマッチング会    参加企業     ７社

○台湾販路開拓プロモーション              参加企業    １９社

○食品バイヤーへの食文化提案会・商談会   参加企業    県内１３社

     ○ハノイものづくり商談会２０１７      参加企業  県内 ３社

資金支援に関する事業【公益目的事業３】（５００，８０２，３５７円）

地域資源を活用した商品開発や経営の多角化等に対する資金支援、必要な設備の割賦

販売またはリース等を行いました。

（１）ふくいの逸品創造ファンド（８９，８５５，０００円）

①ブラッシュアップ支援

企業の地域資源を活用した事業展開を促進するために、ビジネスプラン作成講座

や意識啓発セミナーの開催、個別の事業計画磨きなおしを行いました。また、助成

した商品の販路開拓を支援するため、スーパーマーケット・トレードショー２０１７

（会場：幕張メッセ）への出展支援を行いました。

○説明会・セミナー開催   １３回  受講者数 ３０５人



○スーパーマーケット・トレードショー2017 出展

１回  ６社  来場者数 ８６,７６８人

さらに、本県の地域資源である眼鏡や繊維などを活用して開発・製造したウェア

ラブルデバイスおよび素材等を、首都圏で開催される展示会へ共同出展し、技術開

発および販路開拓のためのマッチングを支援しました。加えて、県内企業の「Ｉｏ

Ｔ」「ウェアラブルコンピュータ」分野へのビジネス展開の支援を目的として、本分

野に関して第一線で活躍する専門家を講師に招いた勉強会を開催しました。

◯ウェアラブルＥＸＰＯ２０１７共同出展 １回  ８社

来場者数１５，７６３人（主催者発表）

◯ＩｏＴ＆ウェアラブル関連端末勉強会   ７回 受講者数 ３０１人

②創業支援

    創業者が行う地域の需要や雇用を創出する取り組みに対して、起業・創業に必要

な店舗等の賃料やマーケティング調査、広報等の経費の一部を助成しました。（助成

率２／３以内 助成限度額２００万円）

     ○対象者   県内で新たに創業する者または創業して５年以内の者

     ○採択者数  ２２件     交付決定額  ３７，３１４千円

③企業等への助成

地域資源を活用した創意工夫ある取り組みを幅広く支援するため、ふくいの逸品

創造ファンドの運用益で助成を行いました。

○対象

・恐竜ブランドを活用して行う新商品の開発、販路開拓

・スポーツ、医療関連分野への展開を図るために行う新商品の開発、販路開拓

・おもてなし産業への展開を図るために行う新たな土産品の開発、販路開拓

      ・地域資源（福井の強み）を活用した新商品の開発、販路開拓

・各産地の企業が連携し、新商品の開発等に係るモデル的取り組み（繊維・

眼鏡・伝統工芸品・農商工・小規模企業）

○新規採択事業数 ２９件   交付決定額 ７０，１３３千円

  

（２）ふるさと企業育成ファンド（１０４，１５１，８６９円）

①新分野展開スタートアップ支援

県内中小企業の元気再生につなげるため、ふるさと企業育成ファンドの運用益で、

新分野展開を行う中小企業者が、既存事業の経営資源を活用した経営の多角化等に

対して助成しました。（助成率２/３、助成限度額１，０００万円）



○新規採択事業数 ９件     交付決定額 ７９，８４７千円

②ものづくり人材育成修学資金貸付支援

ふるさと企業育成ファンドの運用益で、ものづくり企業（県内に本社を有する製

造業または情報系サービス業）に就職を希望する県内外の理工系大学院生（修士課

程・博士課程）に対して、修学資金を貸与しました。

○貸与決定学生数 ２０名  貸与額 ２０，８８０千円（月６万円／人）

※修了後、７年間継続勤務すれば全額免除

（３）ふくいの老舗企業チャレンジ応援（５８，７０２，１１４円）

地域に親しまれている老舗企業に対し、事業継続に必要な店舗改装等の取組みに

かかる経費の一部を助成しました。（助成率 ２／３ 助成限度額 ３００万円）

○対象事業 創業から３０年以上を経過し、商工会・商工会議所と連携して事

業計画を策定する小規模事業者に対し、店舗改装等の経費を助成

○採択事業数 ２６件     交付決定額  ５９，８８５千円

（４）○新 来住者ＩＴ創業支援（０円）

本県に不足する専門的技術者のＵ・Ｉターンを促進するため、県外から移住し情

報関連分野等で開業する者を対象として創業経費の一部を助成する「よろず来住者

支援補助金」を募集しました。

（５）設備貸与（２１２，４５６，３６２円）

小規模事業者等の創業および経営基盤の強化に必要な設備の割賦販売またはリー

スを行いました。また、利用企業に対して状況調査および民間診断員、支援センタ

ー職員による巡回指導などを実施しました。

［事業実施状況］

○貸与・リース実績 ７件 ７２,２９０千円

［債権管理状況］

○正常債権の状況

年度末残額   ４４５百万円（割賦 364百万円、リース 81 百万円）

○未収債権の状況

年度当初未収債権額 ３０．４百万円 （ ６件）

年度内増加額     ０百万円 （ ０件）

年度内減少額     ５．５百万円 （ ６件）

年度末残高     ２４．９百万円 （ ５件）



［利用状況調査および巡回指導事業の実施状況］

○利用状況調査 ４５件    巡回指導の実施 ４５社

（６）資金管理（９０，０００円）

創造的企業高度化間接投資事業の債権管理事務を行いました。

技術開発・デザイン振興に関する事業

【公益目的事業４】（３３４，３３３，５６５円）

未来の県内産業を支える企業のモノづくりのための技術開発、新技術の研究開発、国

や他機関の公募型の受託事業および補助事業を活用した産学官の緊密な連携・交流、商

品企画やデザイン開発力の向上のためデザイナーの派遣や研修、大都市圏で活躍するバ

イヤー等による商品求評会などを通じて、技術開発・商品開発の促進、経営基盤の強化

等を総合的に支援しました。

（１）ふくいブランドものづくり推進

①ふくい産業技術広報（９３６，９０４円）

技術情報を掲載した機関誌「テクノふくい」の発行や、大学や公設試の技術シー

ズ展示等を実施しました。

○機関誌発行 ２回   発行部数５００部／回

○展示会出展 （北陸技術交流テクノフェアなど）

②ふくい新技術・新工法展示商談会（３，４４２，１１０円）

県外大手企業等が要求する技術ニーズや製品等と県内企業の技術シーズや製品と

のマッチングを図るため、福井県自動車部品製造協会と共同で全国規模の自動車産

業関連の展示商談会に出展しました。

《H29.1.18～20 オートモーティブワールド 2017（会場：東京ビッグサイト）》

出展企業・機関数：９（７社、２機関） 商談件数：２８件

③技術研究開発マンパワー育成（８１８，４６６円）

将来の技術研究開発を担う人材を育成するため、繊維分野における優秀な県内技

術者・研究者３名を表彰しました。また、若手技術者・研究者の海外展示会での先

端技術の発表に対して助成しました。

○表彰  繊維技術功績賞     ３名

○助成  次世代技術国際発信支援 ２件

④オープンイノベーション推進部運営（４，１８９，３９４円）

産学官連携の推進を図るための事務を行いました。



（２）産学官連携・交流

①産業技術コーディネート（１２１，９０６，７８６円）

先進施設等の調査を行い、また企業の技術者とともに大学研究室訪問を実施する

など、技術ニーズと研究シーズのマッチングのためにコーディネート活動を行いま

した。

○ＩＲ交流会の開催   １６４回

○ＦＯＩＰセミナー開催 ３回  受講者数３１０名

○研究会支援 ３件

（福井県繊維技術協会、福井県異業種交流推進協議会、

               ふくい宇宙産業創出研究会）

○産業技術振興先進地調査

富山県の航空機産業の取り組みを調査

   参加者：２３名（企業：１１、銀行：５、大学：２、県等：５）

②○新 産総研等連携推進（１，６８４，２９５円）

産業技術総合研究所（産総研）福井サイトのイノベーション・コー

ディネータと連携して産総研のシーズと県内企業のニーズのマッチン

グを行いました。

また、産総研との共同研究に向けた可能性試験調査研究（ＦＳ）を

支援しました。

・マッチングイベントの開催         ５回

・産総研連携研究支援（可能性試験調査研究） ４件

③研究開発創出・補完研究開発支援（６１５，２３０円）

当センターがこれまでに推進してきた産学官共同研究プロジェクトの成果を活用

し、実用化を目指して研究開発していく企業の補完研究を支援しました。

その他、冊子「産学官共同研究プロジェクト」を作成・配布しました。

（３）広域的連携技術研究開発

①戦略的基盤技術高度化支援［経済産業省補助］（５１０，５４９円）

中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律に基づく技術分野の向上に

つながる研究開発からその試作までの取り組みを支援しました。

［研究テーマ］

Ａ Ti50Ni 合金の組織緻密化による細径収縮／高耐久性／高自己拡張型ステ

ントの開発

Ｂ プレス式水冷システムを用いた双晶組織形成制御による

    高音質なシンバル用高錫濃度ブロンズ合金の開発



Ｃ 低侵襲治療用医療機器に最適なチタン系高強度・高靭性素材の開発

［研究期間］

  Ａ 平成２８年度～平成３０年度（３年間）

  Ｂ 平成２７年度～平成２９年度（３年間）

  Ｃ 平成２６年度～平成２８年度（３年間）

②北陸ライフサイエンスクラスター支援［文部科学省補助事業］

富山県、石川県、福井県の北陸３県が一体となり、北陸地域において「健やか

な少子高齢化社会の構築をリードするライフサイエンスクラスター」の形成を目

指した予防や診断、治療分野における取り組みについて、当センターは、総合調

整機関である一般財団法人北陸産業活性化センターのブランチとして、地域連携

コーディネータの環境整備や、情報提供等を行いました。

［研究テーマ］

○地域イノベーション戦略支援プログラム(国際競争力強化地域)

｢健やかな少子高齢化社会の構築をリードする北陸ライフサイエ

ンスクラスタ―｣の形成

［研究期間］  平成２５年度～平成２９年度（５年間）

③研究成果展開（スーパークラスタープログラム）［独立行政法人科学技術振興機構受託］

（７９，８６８，０３０円）

京都地域および愛知地域の「コアクラスター」の「サテライトクラスター」とな

って、戦略テーマである『クリーン低環境負担社会実現ネットワークの構築』を実

現する「スーパークラスター」を形成するため、当センターが代表機関となり、研

究参加機関の研究開発を支援しました。

［研究テーマ］

Ａ 分散型ロードレべリング実現・実証に向けた福井地域基盤産業技術統合

化クラスター

Ｂ GaN 系半導体のパワーデバイス応用に関する研究開発

［研究期間］  Ａ・Ｂ 平成２５年度～平成２９年度（５年間）

④中小企業等外国出願支援（６，３７０，９２０円）

知的財産を活用して、海外へ事業を展開展開しようとする中小企業に対して、戦

略的な国際特許等出願の支援を行いました。

○支援企業数 ８社 １０件



⑤北陸産地繊維産業力集結事業（１４，９６９，７７９円）

［企業連携体による新商品開発・販路開拓活動支援（助成事業）］

北陸合繊産地において、福井県、石川県の企業が固有の技術・ノウハウをもとに

県域を越えた連携の下に行う新商品開発・販路開拓を支援しました。

  （助成率 ２／３ 助成限度額１，０００万円）

［助成事業］

Ａ ポリエステル糸で製織する帯の軽量化技術の研究および商品開発

Ｂ 機能性・生産性の高いアセテート複合素材の開発

Ｃ 高発色天然繊維ライク合繊テキスタイルの開発と国内外販路開拓事業

Ｄ 乾電池・充電池等を使わずプラスティック光ファイバー、有機ＥＬ等の

側面発光繊維等を組み込んだ夜間交通安全・防犯ウエア生地や細幅平ゴ

ム・ゴム紐の開発及び販路開拓事業

［北陸産テキスタイルの販売力強化に向けた両県産地合同展示会］

両県企業が連携して開発した北陸産テキスタイルを展示会等に出展し、産地とし

ての受注拡大を支援しました。

○三越伊勢丹商談会

○東京インターナショナルギフトショー

○フクイテキスタイルコラボ展

⑥研究開発フォローアップ（４１，６５５，３１９円）

戦略的基盤技術高度化支援等の受託事業について、事後のフォローアップ等を行

いました。

（４）受託研究・共同研究（８，４４５，５３６円）

県内ものづくり企業等の技術・製品の成長分野への進出を促進するため、県外企業

等から研究に要する経費を受入れ、オープンイノベーション推進機構をとおして、受

託研究や共同研究を実施しました。

（５）技術情報化推進（９７７，９９６円）

福井県工業技術センターの技術開発成果等をインターネットや小冊子で広く周知す

る事業を福井県から受託して行いました。

（６）デザイン情報提供（４１１,３８８円）

①デザイン情報の収集・発信

さまざまなデザイン情報を収集し、インターネットや情報誌などを用いて、県内

企業やデザイナーに情報を配信しました。



②デザイナーバンクの整備

県内デザイナーを活動別に分類・登録し、企業等に紹介しました。

○登録公開デザイナー数  １４４名

③デザイン指導相談

繊維、伝統工芸、食品加工分野等の企業が抱えるデザインに関する課題に対して、

職員が相談および指導を実施しました。

○指導相談件数 １００２件

④職員の派遣(審査員、委員、講師等)
福井広告賞、福井県デザインコンクール等に審査員として、また女性起業家セミ

ナーの講師等として職員を派遣し、デザイン啓発支援を行いました。

（７）産業デザインプロデュース（３，０４５，７１０円）

①デザイナー派遣

商品企画、デザイン開発、販路開拓等、個々の企業の要請に応じ、専門デザイナ

ーを派遣し、具体的な実務を伴う指導を行いました。

○デザイナー派遣数   ６社（３０回）

※参考［類似事業］：中小企業・小規模事業者ビジネス創造等支援（近畿経済

産業局 ミラサポ専門家派遣）

派遣先企業数 ３社（９回）

②グループカウンセリング

組合、団体、企業グループを対象に市場動向、商品企画、デザイン評価等共通す

る課題に対し、日本の第一線で活躍しているデザイナー等の指導による集合カウン

セリングを行いました。

○グループカウンセリング  １２グループ（１５回）

（８）国体商品企画トータルサポート（１,１７８,２４９円）

  県内企業から提案のあった、福井国体を契機として販路拡大効果が見込まれるも

のや将来にわたって販売増が見込まれる商品開発に対し、専門家を派遣し企画のブ

ラッシュアップ、マーケティング手法に対するアドバイスを行いました。

○デザイナー等専門家の派遣  ５社（２９回）

（９）福井デザインアカデミー（４，９８８，３３４円）

    県内中小企業の商品開発担当者に対して、デザインマネジメントや商品開発

   手法、デザインプロモーション戦略等に関する研修を実施しました。また、産

   地の社会的課題をテーマに定めて、テーマに沿った優れたプロダクトを紹介す

   る展示会を実施。また、展示するプロダクトをデザインしたデザイナー等によ



   る講演会を行い、デザイン開発の具体的な事例を紹介しました。

○デザインセッション  受講者数：１９６名 (展示来場者数 １,４９１人)

○ブランディング＆商品開発講座  受講者数：１６名

（１０）デザイン研修（７１５，４１９円）

小規模企業の商品開発担当者や若手デザイナーを対象に、商品企画や製品デザ

イン開発に関する基礎研修を開催しました。

○デザイン基礎コース   受講者数：２０人

（１１）ふくいプロダクト販路開拓支援（６６８，９５７円）

第一線で活躍している大規模小売店等のマーケット企画担当者やデザインプロデュ

ーサー等を招いて、企業のブランド商品の作り方、売り方およびプロモーション等の

サポートを行いました。

○商品求評会  参加企業数：９社

（１２）○新福井ものづくりキャンパス教室運営事業（２,７２９,２６０円）

   福井ものづくりキャンパスを、ものづくり産業の振興や人材育成の拠点として活用

  するために、ものづくり企業、職人、デザイナー、学生など幅広い層を対象に講座・

     教室等を開催しました。

   ○講座・教室

・キッズ探検隊    参加者数：２０組４９名

・ティータイムトーク 参加者数：２５名

・デザイン基礎コース 受講者数：５９名

・ビギナーズラボ   機器活用講座受講者：３８名

・クラフトマルシェ  来場者数：１,２８０名

               出展企業数：８社

・空飛ぶものづくり文庫

人材育成に関する事業【公益目的事業５】（１２４，５７９，３５６円）

企業等の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研修を実施し

ました。

                

（１）人材育成《集合研修》（５，６９０，２７８円）

多様な企業のニーズに応じた研修テーマを設定して、集合研修を実施しました。

○コーチングやマーケティングなどの講座  １３講座 受講者数 ２８０人



（２）福井県中小企業産業大学校運営（５３，０９６，０２５円）

①中小企業産業大学校施設運営

指定管理者として、県内中小企業における研修や会議等に必要な経営者や従業員

の経営管理または技術に関する研修等に必要な施設・設備の提供や、維持管理等の

運営業務を行いました。

○施設貸出件数  １，９４０件

②経営・技術人材育成

中小企業の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研修を

実施しました。

○新社会人研修や現場改善などに関する研修 １９講座 受講者数 ５０２人

○眼鏡およびその他の専門分野の

生産技術に関する研修    ４講座  受講者数  ６７人

○公開講座                ４講座  受講者数 ３５６人

③○新 学びなおし支援

        中小企業産業大学校に、「学びなおしサポートセンター」を設置し、働きながら大

学で学ぶなどスキルアップを目指す従業員の学びなおしを支援しました。

○大学等の講座情報の収集および提供

○自主学習支援ブースの設置  利用人数 ８３１名

○通信制大学の入学説明会等の誘致

入学説明会(合同入学説明会 １回 22 大学参加、個別入学説明会 ６回)  

科目試験   1 回  スクーリング １回

○キャリアアップに関する相談実施

相談件数  専門家 ３件  職員 ２６件    

（３）○拡 ものづくり企業生産性向上支援 （１２，３３２，９５８円）

県内ものづくり企業を訪問し、生産現場の問題把握や業務改善の助言・指導を行う

人材を育てる「福井ものづくり改善インストラクタースクール」を開講しました。

○スクール開講記念講演会

受講者 ：９０名

○福井ものづくり改善インストラクタースクール

受講者 ：１３名

○ものづくり改善インストラクターフォローアップ研修

○ものづくり改善インストラクタースクール成果発表会



企業等の個別の要望に対して実施する経営支援等に関する事業

【収益事業１】（１２，０８７，２８０円）

中小企業等の成長促進のため、公益事業で行っている事業では対応のできない、企業

等が求める個別具体的な課題解決に対し、専門性の高いニーズに対応するため、当セン

ターが持つ支援機能およびネットワークを活用して支援を行いました。

（１）経営コンサルティング（１，０８９，９２１円）

企業の現状分析・課題の抽出・改善策の提案を行なう企業診断を実施しました。診

断後、継続的なフォローや提案内容の実践に対する助言を希望する企業については、

コンサルティング事業を行いました。

○実施件数  １７件 （診断３件、コンサルティング１４件）

（２）教育コンサルティング（５，３３１，９５４円）

個々の企業の状況に合わせたオーダーメードの研修プログラムを提案・実施しまし

た。

○実施件数  １８件（１０社）

（３）デザイン受託（３，８３８，９４６円）

自治体、公共団体や各種団体等からデザイン制作等を受託して、県内デザイナーを

活用して制作しました。

○受託件数   ４件

（４）企業情報ホームページ管理（１１０，１００円）

県内企業の受注を促進するため、各企業の技術や設備を紹介するホームページ「元

気企業Ｗｅｂサイト」を開設し、情報の提供を行いました。

○掲載企業数 １６０社

法人事業（１６３，１３８，９９４円）

事務所および情報機器等の借上・運営や、資質向上を図るための職員の研修など、法

人の運営・管理を行いました。

①法人運営に要する事務局経費

②職員能力開発強化

職員の資質向上を図るため、中小企業基盤整備機構の中小企業大学校で開催され

る研修等に職員を派遣しました。

○研修派遣職員数  ４人


